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P醐441 欝癌に対する鞘議論説化学諜法案議持のうンソブラゾーjレ

併m投号による欝作舟鮮観効果の検討
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自治箆科大学字路学講廃時吸器外耗

(背景)IIIA怒臨鑑に対してi主弱化学t禁法の寄効性が多くの報告で示されてき

たことよち， 1持Utぴn算jg車部こ対しても結街化学祭訟を行なうことで外科治

議成毅の改善治せ哲持される.持題点Ij:化学療法の説作mである，理語気，鑑吐，
金議抵下iこ憎して，逆説性食道炎が増悪協子であるとの叙説をたて，その治壌

が説作扇発現にどういった影響を及ぼすかを検討してみた.治療薬挺として

プロトンポンプインヒピタ~ (PpI)製熊であるラシソプラゾール (LP却を選

択した. (対象)当特において範績にlfする翁諮揺飴療法実務患者で，主務究

にi司意の得られた 19名を対象とした.(方法)拐熊治壌としてLPZSOmglB 

1留を8;皇隊韓持療法として LP'l15rngl日l箆を4選関投与した.治議開始

吉弘 4選後， 12選後にアンケ}ト錦査をiTいi盤沈性食道炎に対する自覚症状を

スコア化して謂査した.定}範的iこ採血按査を絡むし磁作用を確認した.化学疲

法"誌にスコアが5点以上をAilf(選詫性食道炎の簸援を強く省する詳)，5点来

識を 8詐(逆流性食道炎の箆撲を強く11'さない群}とした.診銀銭より臨!主経

進議報を抽出し寵丸 i華社，食設{底下の説作用を評鍾した.1ヒ学療法iまシスプ

ラチンをベ}スにドセタキセJVX.I;tピノレんピンを併滋した. {結巣)投与能

及び4選後そして 12選後のスコアの平均は，全体で3.5，2.5，2.9であった.A

If (4名)ではスコアli金者uで改善を認め，題性，食設抵下の爵作怒球部弘で

著呼Hこ抑制された‘ B群(15名)ではスコアの懇イtl立見られなかった.軽度の

骨髄持鰐lili援金併に見られたがI鰭な蕗作j習は無かった(考察}欝議論助

化学護法案議時のランソプラゾー)v投与は鍔務織を含めて安全に議行可能で

あった.逆説性食選去のlti艇を強く害する患者群で11， LP'lの長期投与i土曜

札食欲低下というまj饗在留作揺を抑制する可能性があることが示唆された.
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